
１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

職員
体制

契約
者数
等

【延べ利用者数】
通所介護　７５３５　名

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】７２名 【契約者数】 【契約者数】

相談員1名、介護職員（非常勤含
む）12名、看護・機能訓練職員（非
常勤含む）5名、運転5名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】【その他料金】昼食代　900円

【実施日数】週6日

【提供時間】9:30～16:30

【定員】38名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【その他料金】

疾病や認知症があっても住み慣れ
た地域でその人らしく生活が送れ
るよう、機能訓練を中心としたプロ
グラムを実施します。自立した生活
が送れるよう、いきいきと生活でき
るよう支援します。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

利用
料金

73件

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

主任介護支援専門員1名、社会福祉士1名、看護師1
名

介護支援専門員3名

令和7年度富岡東地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

居宅介護支援事業所や介護サービス事業所の選択
に際しては事業所の一覧表などを提示し、複数の施
設から選べることをご利用者に明示し選んでいただ
きます。

事業所一覧、ハートページを活用し、相談者・ご利用
者が複数から選択できるように対応しました。

公正・中立性の確保について コンプライアンス等への対応について
（事故報告、個人情報保護、備品管理簿）

毎年個人情報保護の研修を全職員に対して行いま
す。実施時には個人情報保護の誓約書を全職員にと
ります。また、毎月のミーティングで個人情報漏洩の
事例等を周知し、注意喚起を促します。

法人の個人情報保護マニュアルを用いて、全職員に個人
情報保護の研修を実施しました。
個人ファイル等の個人情報は、必ず鍵のかかる書庫に保
管、誤配布・誤送信を防ぐために、必ずダブルチェックを
行って定期的にチェック体制の点検をしてまいります。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

地域とのかかわりを念頭にプランを作成し、いきいき
と自立した生活が送れるよう支援します。

【その他料金】

居宅介護支援事業

ご利用者に寄り添い、自立支援に資したケアプランを
作成します。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

18,431,800 3,298,120 21,729,920 21,729,920 0

18,431,800 3,298,120 21,729,920 21,729,920 0

0

0 23,700 △ 23,700

0 0 0 144,240 △ 144,240

0 0

0 143,570 △ 143,570

0 670 △ 670

0 0

18,431,800 3,298,120 21,729,920 21,897,860 △ 167,940

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,600,000 0 12,600,000 12,748,927 △ 148,927
法人本部経費×

11,000,000 11,000,000 11,303,296 △ 303,296

1,250,000 1,250,000 1,326,014 △ 76,014

250,000 250,000 250,000

30,000 30,000 31,454 △ 1,454

70,000 70,000 85,050 △ 15,050

0 0

0 3,113 △ 3,113

2,565,000 0 2,565,000 1,339,129 1,225,871
法人本部経費×

100,000 100,000 51,428 48,572

400,000 400,000 343,959 56,041

0 0 0

120,000 120,000 121,633 △ 1,633

200,000 200,000 167,182 32,818

40,000 0 40,000 45,280 △ 5,280

自販機目的外使用料（横浜市への支 20,000 20,000 21,820 △ 1,820

その他 20,000 20,000 23,460 △ 3,460

0 0

0 0

0 0

0 0

5,000 5,000 110 4,890

0 0

0 0

0 0

1,600,000 0 1,600,000 0 1,600,000

事業所税 0 0

消費税 1,600,000 1,600,000 1,600,000

印紙税 0 0

その他 0 0

100,000 100,000 609,537 △ 509,537

400,000 0 400,000 215,371 184,629
法人本部経費×

350,000 350,000 199,838 150,162

50,000 50,000 15,533 34,467

6,200,000 0 6,200,000 5,912,147 287,853
法人本部経費×

3,000,000 3,000,000 2,980,138 19,862

1,600,000 1,600,000 1,591,703 8,297

400,000 400,000 297,824 102,176

600,000 0 600,000 499,783 100,217

空調衛生設備保守 200,000 200,000 178,111 21,889

消防設備保守 50,000 50,000 39,418 10,582

電気設備保守 50,000 50,000 57,424 △ 7,424

害虫駆除清掃保守 50,000 50,000 23,359 26,641

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 250,000 250,000 201,471 48,529

0 0

600,000 600,000 542,699 57,301

600,000 600,000 4,151,680 △ 3,551,680 予算：指定額

0 3,300 △ 3,300

0 3,300 △ 3,300

0 0
内

訳

22,365,000 0 22,365,000 24,373,854 △ 2,008,854

△ 3,933,200 3,298,120 △ 635,080 △ 2,475,994 1,840,914

0 0 0 23,700 △ 23,700

350,000 0 350,000 199,838 150,162

△ 350,000 0 △ 350,000 △ 176,138 △ 173,862

0 0 0 143,570 △ 143,570 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

20,000 0 20,000 21,820 △ 1,820 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 20,000 0 △ 20,000 121,750 △ 141,750
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出

共益費
その他

その他

修繕費
太陽光パネル保守点検
太陽光パネル修繕（追加）

管理費

内
訳

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

その他

事業費

内
訳
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費

公租公課

内
訳

地域協力費

印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料
内
訳

備品購入費

手数料

健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費

内
訳

本俸
社会保険料
手当計

図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

内
訳

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和６年度　「横浜市富岡東地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜（参考）地域活動交流＞

科目
指定管理料 横浜市より

内
訳
受領額
戻入額



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

24,418,823 0 24,418,823 24,418,823 0

24,418,823 24,418,823 24,418,823 0

0

154,000 154,000 154,000 0 横浜市より
0 0 0 0 横浜市より

5,856,108 5,856,108 5,856,108 0 横浜市より
5,856,108 5,856,108 5,856,108 0

0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 98,000 △ 98,000

0 0

0 0

0 98,000 △ 98,000

0 0

30,428,931 0 30,428,931 30,526,931 △ 98,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

0 0 0 24,186,892 ##########
法人本部経費×

0 0 20,691,779 ##########
0 3,105,425 △ 3,105,425
0 0
0 12,101 △ 12,101
0 376,650 △ 376,650
0 0
0 937 △ 937

905,000 0 905,000 1,556,846 △ 651,846
法人本部経費×

100,000 100,000 90,954 9,046
400,000 400,000 320,756 79,244

0 0 0
130,000 130,000 121,634 8,366
170,000 170,000 193,412 △ 23,412
30,000 0 30,000 23,460 6,540

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 30,000 30,000 23,460 6,540
0 0
0 0
0 0

30,000 30,000 18,000 12,000
5,000 5,000 1,265 3,735

0 0
10,000 10,000 10,000 0

0 0

事業所税
消費税
印紙税
その他

30,000 30,000 777,365 △ 747,365

154,000 0 154,000 892,800 △ 738,800
法人本部経費×

0 0 483,000 △ 483,000 予算：指定額

0 0 145,407 △ 145,407
154,000 154,000 197,457 △ 43,457

0 0 5,000 △ 5,000
0 0 61,936 △ 61,936

0 0

1,720,000 0 1,720,000 1,571,576 148,424
法人本部経費×

800,000 800,000 792,188 7,812
500,000 500,000 423,110 76,890
100,000 100,000 79,168 20,832
170,000 0 170,000 132,849 37,151

空調衛生設備保守 50,000 50,000 47,345 2,655
消防設備保守 15,000 15,000 10,478 4,522
電気設備保守 15,000 15,000 15,264 △ 264
害虫駆除清掃保守 10,000 10,000 6,209 3,791
駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 80,000 80,000 53,553 26,447

0 0

150,000 150,000 144,261 5,739
0 0 126,000 △ 126,000 予算：指定額

0 0 法人本部経費×
内

訳

2,779,000 0 2,779,000 28,334,114 ##########
27,649,931 0 27,649,931 2,192,817 25,457,114

0 0 0 0 0
154,000 0 154,000 409,800 △ 255,800

△ 154,000 0 △ 154,000 △ 409,800 255,800

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

共益費
その他

内
訳

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

地域協力費

職員等研修費

事務費

使用料及び賃借料

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

備品購入費

内
訳

公租公課

図書購入費
施設賠償責任保険

令和６年度　「横浜市富岡東地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】

指定管理料【介護予防】

内
訳
受領額
戻入額

指定管理料【チームオレンジ】

横浜市より

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】

内
訳
受領額
戻入額

指定管理料【生活支援】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】

雑入

その他

内
訳

印刷代
自動販売機手数料

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

事業費

内
訳

その他

振込手数料
リース料
手数料

清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】

その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費

管理費

内
訳

内
訳

光熱水費



R6年４月１日～R7年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

0 3,300 4,501 -1,201 24,000 22,211 1,789 78,000 88,913 -10,913 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 3,300 4,501 -1,201 24,000 22,211 1,789 78,000 88,913 -10,913 0 0 0

0 2,500 2,310 190 19,000 16,179 2,821 45,600 49,902 -4,302 0

0 1,400 1,300 100 5,000 3,055 1,945 12,800 17,810 -5,010 0

0 0 838 -838 11,200 11,701 -501 0

0 0 0 0 0

0 0 0 2,700 2,193 507 0 0 0 360 0 360 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 2,700 2,193 507 0 0 0

0 0 0 360 360 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 6,600 5,803 797 24,000 20,072 3,928 69,960 79,413 -9,453 0 0 0

0 0 0 -3,300 -1,302 -1,998 0 2,139 -2,139 8,040 9,500 -1,460 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和６年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：富岡東地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



横浜市富岡東地域ケアプラザ

1 子育てサロン「くるりん」 平成17年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て関係の情報提供、子育て世代の孤
立予防。（子育て親子の地域デビューの
場を設ける）新型コロナウィルス感染症拡
大に伴い子育て世代の外出先が大きく制
限され、今まで以上に”個””弧”（立）そだ
てが深刻な問題として表面化している現
状があり、子育て支援の情報が届く場所
として機能させていく。

３：養育者及
び乳幼児

毎月第1月曜日開催

乳幼児と保護者のフリースペース。ボラン
ティアには金沢シーサイドタウン地区の地
区社協役員、主任児童委員、民生委員、
富岡第二地区の主任児童委員にサポート
を依頼。

12 58

2
障がい児者余暇支援
「太陽の森」

平成18年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

軽度知的障がい児者の余暇支援を中心
に、地域とのつながりを作ることを目的と
する。また、ご家族のレスパイトや見守り
ボランティアの皆さまへの障がい啓発の
場としても活用していく。その他にも貸館
団体の福祉保健活動としての機会として
も活用していく。

２：障害児・
者

毎月第2土曜日

地域のボランティアと交流しながら、月ご
とに内容を変えて、料理・工作・畑の作業・
スポーツなどを楽しむ。

11 76

3 Ｔ・Ｎぼっちゃくらぶ 令和6年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

屋内でも実施可能で体操以外での身体を
動かせるスポーツとして「ボッチャ」を取り
入れる。今年度は段階的に後方支援団体
へ移行し、次年度自主団体として自立して
いただくことを念頭に「Ｔ・Ｎぼっちゃくら
ぶ」を結成。今年度は、後方支援団体とし
てメンバーを中心に安定した運営ができ
るように支援する。

５：地域

毎月第2金曜日と第4水曜日(5月22日よ
り）

当日集まった参加者同士でチーム分けを
行い対戦する。

Ｔ・Ｎ
ぼっちゃく

らぶ
21 322

4
大人にできないまちづくり！
とみなみ学生プロジェクト

令和6年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

夏ボラ参加の学生を中心に「地域連携・
地域活性化」をテーマに定例会を設け、学
生と地域のニーズのマッチングを事業化
し、地域課題解決につなげる。

７：その他

月に一回程度の開催（初回は5月21日）
初回は参加学生とケアプラザ職員の顔の
見える関係づくりとして懇談会と学生のや
りたいことをプレゼンする回とする。以降、
学生ニーズと地域課題をマッチングした事
業提案や事業打合せの会とする。

1 6

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

共催相手・
後方支援

相手

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

令和６年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

共催相手・
後方支援

相手

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

5 さざ波～NAMI～クラシックス 令和5年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

新型コロナウィルスの感染症分類変更に
伴い、地域活動が活発になってきているこ
とや感染症対策緩和などを鑑み、外出の
機会の創出、世代間交流のの機会の提
供を目的に吹奏楽器の演奏会等を再開し
ていく。当企画を軸に近隣教育機関や演
奏団体との関係づくりの一助とする。

５：地域

4月22日（月）
ふなだまりの海辺に因んだ「さざ波～
NAMI～クラシックス」を題したコンサートを
開催。

1 20

6
よこはまシニアボランティアポ
イント登録・説明会

平成31年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

コロナウィルス感染症の5類分類移行後、
地域活動や社会活動が再開の流れとなっ
ており、再開活動を機会に「ボランティアを
始めたい・再開したい等の声を多く聞くよ
うになっている。地域活動の活性化、高齢
者の社会参加の機会の創出を目的に「よ
こはまシニアボランティアポイント」を活用
して頂き、多くの方に地域活動に参画して
頂く一助とする。

５：地域

5月29日（水）

よこはまシニアボランティアポイント登録・
説明会を、身近な場所である地域ケアプ
ラザで開催する。

介護老人
福祉施設
わかたけ

富岡

1 24

7 ジュピの何でも相談 令和4年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

包括担当エリアである富岡東3丁目から
はケアプラザへのアクセスが悪く、包括及
びケアプラザの機能周知が行き届いてい
ない。包括職員を中心にケアプラザ職員
が出張相談を行うことで、ケアプラザへの
アクセスが悪い地区にも機能周知をする
機会と気軽に相談できる場を作り、関係
各所との連携も図る。ケアプラザへのアク
セスが悪い地区でも、アクセスが良い地
区同様にケアプラザ機能を利用できるよう
にする。

５：地域
毎月定期的に相談会を開催する。その中
で参加者の中から要望があれば、その後
の開催日に併せ勉強会等を実施する。

ジュピのえ
んがわ

11 36

8 ケアプラのつきいち 令和6年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

包括担当エリアである富岡東3丁目から
はケアプラザへのアクセスが悪く、包括及
びケアプラザの機能周知が行き届いてい
ない。包括職員を中心にケアプラザ職員
が出張相談を行うことで、ケアプラザへの
アクセスが悪い地区にも機能周知をする
機会と気軽に相談できる場を作り、関係
各所との連携も図る。ケアプラザへのアク
セスが悪い地区でも、アクセスが良い地
区同様にケアプラザ機能を利用できるよう
にする。

５：地域
毎月1回開催する。勉強会や体験会を通
して、地域でよく耳にするお困りごとの解
消につながる講座を行う。

11 37



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

共催相手・
後方支援

相手

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

9 これからの介護を考える会 令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者が日頃抱えている悩みやストレス
を話せる場を設けることにより、介護者同
士の情報交換、介護ストレス発散の場と
なることを目的に開催する。介護者のニー
ズを把握する場としても活用する。

５：地域

基本形式：CMやFPを交えたフリートーク
による情報交換。随時個別相談。参加者
の要望に応じて勉強会や講座などを組み
合わせる。法人内ケアマネジャー、他社
FP、元気づくりST（簡単な飲み物等の提
供）と協力し開催予定。

12 102

10 ほのぼの出張相談 平成20年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

地域住民や地区社協、ボランティア等関
係機関との連携とケアプラザの認知度向
上、事業等の周知を行う。 ５：地域

偶数月の第3木曜日(8月は休み)
子育て中の親子から高齢者まで多世代が
立ち寄る場として福祉保健相談や地域の
情報提供、また情報交換などを行う。

金沢シー
サイドタウ
ン地区社

協

5 34

11
ほのぼのでの車椅子操作体験
会

令和5年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

ほのぼのへ来られた方の声を反映。地域
住民やボランティアの方々に車椅子の使
い方や介助方法を知っていただく。あわせ
てケアプラザの認知度向上を目的とする。

５：地域

6月6日のほのぼの開催日に合わせ事務
所前にて、体験会を実施、緩やかな坂道
や階段もあるため、車椅子介助側および
乗る側を体験してもらった。

1 8

12
介護予防カフェ
よりどころ　さくら

令和6年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させる
ねらい

介護予防カフェ立ち上げ講座の参加者が
自主運営に入るまで、ケアプラザが共催
として運営の助言などサポートを行う。 ５：地域

毎月2回開催。こども障害高齢問わず幅
広い世代、属性の方が参加できる居場所
を目指す為、ケアプラザがサポートに入
り、自主運営をサポートする。

よりどころ
さくら

18 226



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

共催相手・
後方支援

相手

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

13
親子参加型栄養実践講座

令和6年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

核家族化や地域のつながりの希薄化など
時代の変化に伴い、全国的に子育て世代
の孤立感や負担感が増している。横浜市
子ども子育て支援事業計画のニーズ調査
で、子育てに関する困りごと第2位が「子ど
もの食事」である。子どもから高齢者まで
地域で生活する上で欠かせない「食・栄
養」をテーマに、子育て世代と地域・支援
者がつながり、この地区ならではのニーズ
把握や課題解決ができるよう企画調整し
ていく。2回目以降は主任児童委員に参
加してもらい、子育て世代と地域の支援
者が繋がれるようにする。

４：子ども・青
少年

3

7月6日(土)・10月5日(土)
「栄養満点カラフルお弁当をつくろう」
CORET代表者による全体講義、管理栄養
士2名による子供向けの栄養講座・レシピ
の説明と3者が分担して進行。ただ話を聞
く、食べるではなく「参加者が自分でお弁
当箱につめる」「みんなのお弁当箱を見て
みる」「みんなで食べる」の動きを入れる。

12月21日(土)
「クリスマスケーキをつくろう」
季節の行事を楽しめる企画。作る体験だ
けではなく管理栄養士による食育の話も
して頂き、親子で楽しく学べる内容とす
る。

2月1日（土）
「オリジナル恵方巻をつくろう！」
節分行事を楽しめる企画。作る体験だけ
ではなく管理栄養士による食育の話もし
て頂き、親子で楽しく学べる内容とする。

4 91

14
栄養の日2024
inビアレ横浜新館2階

令和6年度 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

並木地域においてはテーマごとに活発な
地域活動が行われているが、分野を超え
た新たな繋がり作りのため、地域の中心
に位置する商店街、地域住民、会社、大
学、理学療法士等によるワーキンググ
ループが発足。その中で新たな支えあい
の生活拠点を作る構想が立ち上がり、そ
の周知の為、栄養をテーマとしたイベント
が企画される。当ケアプラザも福祉保健
の拠点として共催というかたちでイベント
に運営に関わり、地域のつながりづくりを
支援する。

５：地域

8月10日（土）

新たな地域の拠点となる予定のビアレ横
浜で日本栄養士会が掲げる栄養の日に
ちなんだイベントを実施。大学の栄養学部
教授プロデュースによるテーマ毎の講演
会、体験ブース、協賛ブース、その他地域
の方による出店ブース、キッズスペース、
情報スペースを揃え、子どもから高齢者ま
で誰でも気軽に参加できるイベントとす
る。

㈱金沢商
業開発

金沢シーサ
イドタウン
地区社協
関東学院
大学プロ
ジェクト研

究所
横浜なみき

リハビリ
テーション

病院
たぬきち商

事㈱
渡辺商事

㈱

1 400



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

共催相手・
後方支援

相手

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

15 ドキわくおばけやしき 令和6年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

並木中央小学校保護者有志のメンバー、
子ども応援部主催で子供達による子ども
達のイベントを地域で開催してきたが、
200～300人程の参加者が集まるようにな
り、地域の集会所では対応が難しくなって
きた。そこで福祉保健活動の拠点として日
頃ケアプラザを利用しない世代へのアプ
ローチの機会を創出することを目的に、後
方支援を行う。また、多世代交流の視点
から小学生をフォローする中・高・大学生
を募集する。

５：地域

8月25日（日）

前回わくわくカフェを運営した子ども達か
ら「今度はお化け屋敷をやりたい」と意見
が挙がり企画された。多目的ホールをお
化け屋敷の会場にし、カフェを併設。地域
の方々の協力を得ながら集会所やＰＴＡ
会議室を借りて、制作。看板は富岡東中
と並木中の美術部の学生と一緒に制作。

わくわくカ
フェ

実行委員
会

こども応援
部

1 280

16 やさしい日本語講演会 令和6年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

金沢シーサイドタウン地区は外国籍の方
が多く住んでいる背景がある。主催の「に
ほんごをはなそう」は定期的にケアプラザ
で外国籍の人が気軽に話せる、交流でき
る場を提供しているが、本企画では地域
の方が外国の方と繋がり、交流へと繋げ
る第一歩として、コミュニケーションのコツ
「やさしい日本語」を学ぶ機会を提供する
ことを目的とする。

５：地域

9月8日（日）

「入門・やさしい日本語」認定講師を招き、
外国の方とのコミュニケーションのコツ、
「やさしい日本語」のコツを学ぶ。

にほんご
を

はなそう

金沢シー
サイドタウ
ン地区社

協

1 43

17 ケアプラザ対抗ボッチャ大会 令和5年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

金沢区内のＣＰ自主事業からボッチャの
自主グループが立ち上がっている。昨年
度よりＣｏの連携、ボッチャグループ同士
の交流を目的にＣＰ対抗ボッチャ大会を企
画。今年度は郵便局と、まちづくりの一環
で一緒にボッチャを楽しむというかたちで
協力頂きながら、新たな交流やつながりを
広げていく。

５：地域

各ケアプラザで活動しているボッチャグ
ループのモチベーションの向上、活動の
活性化、地域を超えた交流を目的に、総
当たり戦の「ボッチャ大会」を実施。
9月29日（日）…能見台地域ケアプラザ
11月23日（土）…富岡東地域ケアプラザ
1月19日（日）…富岡地域ケアプラザ

富岡地域
ケアプラザ

能見台地
域

ケアプラザ

3 93



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

共催相手・
後方支援

相手

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

18 貸館清掃 平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

貸館登録団体Ⅱに対して、福祉保健活動
の場を提供し「自分たちの活動拠点」とし
て、気持ちよく利用してもらうことを目的に
清掃を行う。

７：その他

7月30日・7月31日・8月7日
9団体募集して各部屋と下駄箱の清掃を
実施。

11月20日・11月27日・11月29日・11月30日
12月4日・12月5日
12団体募集して各部屋と下駄箱の清掃を
実施。

3月13日・3月17日・3月26日・3月27日・3月
31日
13団体募集して各部屋・下駄箱およびウ
レタンマットの清掃を実施。

14 66

19
障がい児者余暇支援事業
「楽しいスポーツをしよう」

令和5年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

障がい児者が楽しく過ごすための余暇支
援。地域の障がい児者同士、また地域の
ボランティアとの交流を目的とする。

２：障害児・
者

コロナの為、3年ぶりの開催。
8月17日（土）：参加者 26名
8月18日（日）：参加者　5名
輪投げ、チュックボール、ソフトバレー、
ボッチャ等を楽しまれていた。
金沢シーサイドタウン地区社協が主催。
共催として、区社協、並木/富岡東両ケア
プラザ、協力はさわやかスポーツ普及委
員会、地区スポーツ推進委員連絡協議
会、地区センター。

金沢シー
サイドタウ
ン地区社

協

2 31

20
横須賀リサイクルプラザ”
Aicle”見学

令和6年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

並木や富岡東は海が近く緑が多いことも
あり、環境に対する意識が高い。いつまで
も住み続けたい地域として次世代にこの
環境を残せるよう、本施設の見学を通じて
更なるゴミゼロやリサイクル意識を高める
一助とする。

５：地域

7月18日に実施。ガイドの説明のもと、リ
サイクルの工程やプラント設備、展示コー
ナーや選別機器などを見学。「ゴミの出し
方についても反省すべき点もあり大変勉
強になった」他の感想を頂いた。

1 8



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

共催相手・
後方支援

相手

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

21
ちゃいれっく並木二丁目保育
室共催「子育て支援事業」

平成25年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域内での子育て支援事業の充実を図る
ことを目的に年4回実施し、時勢にあった
子育て世代への取組として、繋がり作りや
余暇支援、情報提供に努めることを目的
とする。

３：養育者及
び乳幼児

7月18日(木)…保育園の給食ってどんなも
の？
11月21日(木)…ちびっこ運動会
12月19日(木)…地域deクリスマス会
2月15日（土）…リズムあそび

ちゃいれっ
く

並木二丁
目

保育室

4 69

22

イルミネーション大作戦withち
ふくちゃん
～未来へつながる光‼2024-
2025～

令和6年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域福祉保健計画の第５期策定時期に
入り、また２０２５年問題が迫る中、地域住
民が一丸となって地域づくりにチャレンジ
するきっかけづくりが必要であると考え
る。若い世代も気軽に参加しやすい「イル
ミネーション」というテーマで、幅広い地域
の方々と小さな地域づくりを体験できる機
会とする。

５：地域

①イルミネーション飾り作りを誰でも参加
可能（情報ラウンジでも作成可）にし、②１
２月２４日からイルミネーション点灯、③イ
ルミネーションに合わせた別企画も検討し
ながら、地域の方のつながりが１つでも増
える、広がるようにする。

50 550

23 国際交流フェスタ 令和6年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

金沢シーサイドタウン地区は外国の方が
多く住んでいる背景があり、ケアプラザに
足を運ぶ機会が少しずつ増えてきた。地
域住民と外国の方が「講演・食・スポーツ」
等を通じた文化の交流を楽しみ、この地
域で安心して暮らせる地域づくりに寄与す
る。

５：地域

11月17日(日)
お祭り形式で、地域で外国の方と交流す
ることをテーマに講演、飲食、モルック体
験と大会、展示、健康チェックブースを配
置して実施。環境推進委員に協力を仰
ぎ、ボミステーションを配置してゴミの分別
体験やミニ講演を依頼。国際交流ラウン
ジに声をかけ、多言語でのコミュニケー
ションのフォローや外国人に向けた情報
提供も行う。

1 250

24
横浜市立並木中学校職業体験
学習

平成24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地元中学校でもある並木中学校のキャリ
アデザイン学習の一環で職業体験の機会
を提供する。例年の介護体験だけでなく、
地域活動に参加する機会を提供し、自分
の住む町に関心を持ってもらえる機会を
創出する。

４：子ども・青
少年

11月21日(木)～22日(金)
地域交流部門の幼児向け事業と通所介
護部門（デイサービス）の体験。

2 4
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従たる
対象者

(複数選択
可）
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事業
事業の
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共催相手・
後方支援

相手

合計

実施
回数

延べ
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人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

25 ランチは謎解きの後で 令和6年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

「大人にできないまちづくり」と題して横浜
市立大学と関東学院大学の大学生ボラン
ティア6名を任意団体「とみなみ学生プロ
ジェクト」として「地域連携・地域活性化」を
てーまに定例会を行い持ち寄った企画を
実現。就学前～小学生向けや親子参加
型の事業が少ない現状があるため、そう
いった層に向けてケアプラザに足を運ん
で頂く機会を提供するとともに、大学生や
ボランティアとの世代間交流及び地域の
こと知る、楽しむ機会を提供する。

５：地域

11月30日（土）
ケアプラザからスタートし、船溜まり周辺
の街歩き＆謎解きゲームをしながらケア
プラザに戻り、昼食を楽しむ。冊子に地域
の情報や金沢区の特産品等の要素を盛
り込むことで、本イベントを通じて楽しく地
域の情報に触れられる。企画から運営全
般を「とみなみ学生プロジェクト」が担当
し、ケアプラザが協働する。地域への挨
拶、広報活動、地域のイベントに参加しな
がらチラシを配るなど、大学生が地域とつ
ながり、今後の活動に繋がるよう支援す
る。

とみなみ
学生

プロジェク
ト

1 33

26 性と生のお話 令和6年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の子供たちや子育て世代へ幼少期
からの性教育を企画。金沢区健やか子育
て連絡会でもテーマになっていた「プレパ
パ・プレママとつながろう」にも合致し、子
ども応援部主催、ケアプラザが共催として
支援する。

３：養育者及
び乳幼児

4

子供達が自分の心と体のことを知り、自
分らしさを大切に生きていくためのお話し
会。また、いざ子供が困ったときにSOSが
出せるよう、小さいうちから家族で性につ
いて話せる関係性を築く機会とする。午前
はベビー親子対象、午後は年長～低学年
親子対象。

こども応援
部

1 70

27
しゅくだいひろば
　　　～みんなの忘年会～

令和6年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

共働きやシングル世帯の課題として親子
のふれあい時間や物価高による家計の
心配の声があり、学校の長期休暇期間に
子育て世代のサポート全般ができる広場
を開催。「たぬきち商会」の居場所と同時
開催することにより地域の中に常設の放
課後のフリースペースが地域に認知さ
れ、地域から愛される場所を目指す。

５：地域

12月25日（水）～27日（金）

15:00～会場を半分に区分けし、宿題がで
きるスペースと、自由に遊べるスペースと
する。17:30以降はこども食堂のように安
価であたたかい食事も提供する。

あつま
れ！

なみき
ワーキン
ググルー

プ

3 50

28 施設見学会 令和6年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

担当地区の特性（エレベーターなしの集
合住宅が多い）として、加齢に伴うADLの
低下、介護度の重度化など様々な理由
で、住み替えが選択肢に入ることが多い。
いざという時に慌てない為、元気な内から
施設という選択がどういうものか、対象と
なりそうな本人やその家族に知って頂く機
会とする。

５：地域
有料老人ホームを中心に、金沢区近辺の
施設見学を行う。 1 9
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■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを
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１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

29 個別スマホ相談会 令和6年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

スマホ操作に関する総合相談も増える傾
向にある担当地区で、住民が便利に安心
して生活できるようにする。また詐欺広告
等に騙されないよう、啓蒙活動を行う。
スマホ相談を定期的に開催すること。アプ
リ活用法などの応用講座を行うことで、最
終目標は自主活動グループの見守りツー
ルとしてスマホを活用したり、メルカリ等の
アプリで生前整理を行ったり、広く住民の
権利擁護につながること。

５：地域

予約枠の時間内でスマホの操作等に関す
る相談を受ける。また金沢シーサイドタウ
ン地区社協開催の「ふれあい広場ほのぼ
の」と共催することで、広く取り組みを知っ
てもらう。

1 2

30 ビアレ出張相談 令和6年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザから遠い並木３丁目の方へ、で
きる限り近所でケアプラザ機能周知、相
談の機会を設ける。ケアプラザから遠いエ
リアでもケアプラザ機能を活用できる。

５：地域 出張相談会を開催。 3 1

31 春休み親子で工作教室 令和6年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

令和７年度より始まるチームオレンジ事業
に向け、地域住民が作成した認知症関連
の本棚を使用することで、幅広い方に
チームオレンジに加わって頂けるよう工作
教室を開催する。制作物をケアプラザや
チームオレンジ活動拠点で使用すること
で、チームオレンジに加わる人を一人でも
増やす。

５：地域
建築士の講師による、ティッシュカバーや
スマホスタンド、本棚作成講座を開催す
る。

1 20

32 行政書士相談会 令和6年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域住民の方を対象に、成年後見制度及
び相続・遺言等について不安を抱えてい
る方が個人的に相談出来る機会を持つこ
とにより、解決手段の方法の一つとして頂
く。

５：地域
並木・能見台・富岡包括との連携事業。石
村行政書士、江崎行政書士をお呼びし
て、無料相談会を実施する。

3 9

33
横浜市立富岡東中学校職業体
験学習

平成24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地元中学校でもある富岡東中学校のキャ
リアデザイン学習の一環で職業体験の機
会を提供する。例年の介護体験だけでな
く、地域活動に参加する機会を提供し、自
分の住む町に関心を持ってもらえる機会
を創出する。

４：子ども・青
少年

1月23日(木)
通所介護部門（デイサービス）で、ドライ
ヤーがけ、レクリエーション補佐、ご利用
者様とのお話等の体験。

1 2
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■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを
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１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

34
子育てサポートシステム説明
会

平成25年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域のなかで子育て世代の育児を互助で
支援することで育児の孤立を防ぎ、ケアプ
ラザとして地域ぐるみで子育て支援を図る
ことを目的として当該事業を後援する。

３：養育者及
び乳幼児

2月12日
金沢区子育て支援拠点「とことこ」内にあ
る横浜子育てサポートシステム金沢区支
部事務局による入会説明会。

横浜子育
て

サポートシ
ステム金
沢区支部
事務局

1 11

35
富岡東地域ケアプラザまつり
「東風祭」

平成17年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域からの問合せ、要望も多いケアプラ
ザまつり。昨年度は「健康・運動・栄養」を
テーマにして開催したが、今年度は「防
災」をテーマに学び・世代間交流等を含み
ながら、地域の団体と一緒に盛り上げる
お祭りとする。

５：地域

3月9日
テーマを「防災」に設定し、講演会、防災
グッズ展示、防災体験コーナーの他、飲
食・物販・健康チェックを配置する。

1 300

36 わくわくカフェ 令和6年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の福祉保健活動の拠点として日頃、
ケアプラザを利用しない世代へのアプ
ローチの機会を創出することを目的に、並
木中央小学校保護者有志のメンバー、子
ども応援部と協力し、子ども達による子ど
も達のイベントをケアプラザで実施する。
また、多世代交流の視点から小学生を
フォローする大学生を募集する。

５：地域

3月23日
「小学生による小学生の為の企画」（大人
口出し禁止：子ども達の自発的な活動の
支援）
わくわくカフェ実行委員会で考えた出店を
各１００円程度で楽しめる機会を提供す
る。

わくわくカ
フェ

実行委員
会

こども応援
部

1 270

37
認知症について一緒に考えて
みませんか～認知症サポー
ター養成講座～

平成23年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

運営協議会の中でも当ケアプラザでの
「認知症サポーター養成講座」の実施の
要望が上がっていた。また金沢区内でも
高齢化が進行する地区で認知症への正し
い知識を伝えること、当ケアプラザを拠点
に活動する「ロバの会」の活動の機会を創
出することを目的とする。

５：地域

3月29日
認知症啓発グループ「ロバの会」を講師に
迎えて「認知症サポーター養成講座」の開
催。

1 21




